
　台形ＣＳＧダムは日本で開発された新しいダム型式で、
現地で採取した砂や礫と水とセメントを配合して生成した
「ＣＳＧ」を「台形」状に盛り立てるダムです。

■台形CSGダム
■漆沢ダム 容量配分図■鳴瀬川ダム 容量配分図

現在（多目的ダム） 事業完了後（洪水調節専用ダム）

　鳴瀬川ダム※は、洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい、発電
を目的として、新たに建設する多目的ダムです。
　宮城県が計画していた筒砂子ダムを、国が規模を拡大して建設する事
となりました。ダム形式は台形CSGダムで、ダム高は107.5m。完成する
と宮城県内で1番高いダム（台形CSGダムでは国内で2番目の高さ）にな
る予定です。

　漆沢ダムは、宮城県が昭和56年に建設した多目的ダムです。
　鳴瀬川総合開発事業では、この漆沢ダムにトンネル洪水吐を設置して
洪水調節専用ダムに改造します。これは国内で初めての取組みです。
　洪水調節専用化後は、普段は陸地になり、洪水時だけ貯水池ができる
ダムになります。
　なお、洪水調節専用ダムになる事で失われる利水容量は鳴瀬川ダム
で確保することになります。※鳴瀬川ダム：ダム名については、これまで宮城県時代の筒砂子ダムを継承してきたが、基本計画

　において鳴瀬川ダムとした。

鳴瀬川ダム 諸元

ダ ム 型 式
ダ ム 高
堤 頂 長
総貯水容量

台形CSGダム
107.5m
358.0m

45,600千m3

漆沢ダム 諸元

ダ ム 型 式
ダ ム 高
堤 頂 長
総貯水容量

ロックフィルダム
80.0m
310.0m

18,000千m3

ダム高
107.5m

洪水時最高水位　EL.291.4m

平常時最高貯水位　EL.282.3m

最低水位　EL.238.7m

洪水調節容量　12,500千m3

利水容量　30,200千m3

堆砂容量　2,900千m3

有効貯水容量
42,700千m3

総貯水容量
45,600千m3

洪水時最高水位　EL.276.5m

最低水位　EL.243.1m

基礎地盤　EL.200.0m

流水の正常な機能の維持
都市用水（上水、工水）
発電

洪水調節容量　9,500千m3

利水容量　6,500千m3

堆砂容量　2,000千m3

ダム高
80.0m

有効貯水容量
16,000千m3
総貯水容量
18,000千m3

有効貯水容量
16,000千m3

総貯水容量
18,000千m3

洪水時最高水位　EL.276.5m

常用洪水吐敷高　EL.243.1m
排砂設備敷高　EL.235.0m

基礎地盤　EL.200.0m

洪水調節容量
16,000千m3

堆砂容量
2,000千m3

ダム高
80.0m

鳴瀬川ダム（建設） 宮城県でダム高第1位
宮城県加美郡加美町字漆沢筒砂子地先 漆沢ダム（再開発） 多目的ダムから洪水調節専用ダムへ

宮城県加美郡加美町字漆沢宮ヶ森地先

漆沢ダムは、
多目的ダムから洪水調節
専用ダムになるんだね。

鳴瀬川ダムは高さが
宮城県で一番
高くなるんだね。
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